


















目的 

発達遅滞に対して乳幼児期の療育が極めて重要であることは早くから指摘されてきたが,

最近,例えばアメリカ,ワシントン大学において AliceH.Hayden が行った研究のように,零

歳からダウン症児に療育を試みて顕著な成果を収めた画期的な研究などがいくつかみられ

るようになった。 

わが国では,これまで学齢児の対策に追われて発達遅滞乳幼児への対応は著しく遅れてお

り,今後乳幼児期の療育対策を早急に発展させることが急務である。 

発達遅滞乳幼児の療育プログラムは次のように図示することができる。 

1 発達評定(アセスメント) 

    ↓ 

2 療育目標の設定 

    ↓ 

3 療育計画の作成 

  ↓ 

4 療育活動 

 ↓ 

5 評価 

すなわち,先ず個々の発達遅滞児に対する発達評定(アセスメント)が行われ,それに基づい

て具体的な療育目標が設定され,次いでそれを達成するための療育計画が作成され実際の

療育活動が行われる。最後には療育活動の成果を目標と照合して評価が行われるが,この評

価は,次の療育目標を設定するためのアセスメントを行っていることになる。 

われわれの研究は,このような一連の療育システムの中の,アセスメント,療育目標効果の

評価方法を開発する乙とを目的とするものである。 


